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未来をつくる
研究教育拠点
大特集

｢知」は、めぐる。



広報委員会　委員長（理事・副学長）

髙木 まさき

長期にわたるコロナ禍において、

大学はさまざまな選択を迫られてきました。

オンライン授業の実施をはじめ、学会や研究発表の場も、

その多くが非対面に置き換わりました。

実験や実習など対面で行う必要のある取り組みについても、

多くの制限が伴う状況下で、今日も工夫を重ねながら続けています。

『横国刻々』第 6号では、「コロナ禍だからこそ、

教育・研究という『知の営み』を止めてはならない」という

本学の強い思いと実践の様子をみなさんに知っていただくべく、

最先端の研究や学生たちの声をお届けします。

ぜひ、歩み続ける横浜国立大学の “今”を

感じ取っていただければ幸いです。

CONTENTS

08
理工学部・学部学生が最先端の研究に参加できるプロジェクト
ROUTE

09
経済学部・経営学部連携プログラム
経済学部DSEP
経営学部DSEP
GBEEP
LBEEP

──特色ある教育プログラムを紹介

04
台風科学技術研究センター

05
先進化学エネルギー研究センター

06
リスク共生社会創造センター

07
量子情報研究センター

──先端科学高等研究院 研究センターを紹介

04-09

未来をつくる研究教育拠点

梅原 出（横浜国立大学学長）
      ×
南野 彰宏（工学研究院 知的構造の創生部門 准教授）

10-13

｢いい風の吹くキャンパス」を目指して

特集

02-16

KNOWLEDGE 
CIRCULATES
THROUGH SOCIETY.
｢知」は、めぐる。

｢中等教科教育法（国語Ⅳ）｣
高芝 麻子（教育学部 学校教員養成課程 国語専門領域 准教授）

｢浮体運動学｣
平川 嘉昭（理工学部 海洋空間のシステムデザインEP 准教授）

｢経営戦略論｣
高井 文子（経営学部 教授）

14-15

横浜国大の名物授業！

17-27

YNU PEOPLE
18
子どもたちとのふれあいを通じて教育現場に新風を。
鈴木 雅之（教育学部 学校教員養成課程 心理学専門領域 准教授）

20
先を見据えた研究が豊かな社会の土台を築く。
細田 暁（都市イノベーション研究院 都市イノベーション部門 教授）

22
全力で遊び、全力で学ぶ。つくるのは子どもたちと成長できる場。
藤岡 哲也（教育学部 数学専攻 3年）

24
健康支援のこれからをチームの結束で描き出す。
森田 若菜（経営学部 経営学科 3年）
小柳 智紗子（経営学部 経営学科 3年）
湖東 辰美（経営学部 経営学科 3年）

26
大学生活をもっと実りあるものに。生協との連携で生み出せる価値を探る。
佐々木 優菜（都市科学部 都市社会共生学科 3年）

28

 ヨココク歴史ものがたり
第6話　横国の森

32

YNU NEWS Vol.6

16

特集後記 知の大樹を育てる。

1YO KO KO K U KO K UKO K U



め
ぐ
る

Y
O

K
O

H
A

M
A

 
N

A
T

IO
N

A
L

 
U

N
IV

E
R

S
IT

Y

知
の
統
合
型
大
学
と
し
て
、世
界
水
準
の
研
究
大
学
を
目
指
し
て
。

は
、

1
KNOWLEDGE 
CIRCULATES 
THROUGH 
SOCIETY.

p a g e .

0 0 4
p a g e .

0 0 9

2
KNOWLEDGE 
CIRCULATES 
THROUGH 
SOCIETY.

p a g e .

0 1 0
p a g e .

0 1 3

3
KNOWLEDGE 
CIRCULATES 
THROUGH 
SOCIETY.

p a g e .

0 1 4
p a g e .

0 1 5

2022

大
学
の
担
う「
知
」
は
、
現
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
の
だ
ろ
う
か
。
梅
原
学
長
が
昨
年
発
表
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
は
、「
知
の
統
合
型
大
学
」「
世
界
水
準
の
研
究
大
学
」を
目

指
す
と
い
う
抱
負
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
進
的
な
研
究
を
実

践
す
る
拠
点
で
あ
り
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
学
び
の

場
で
も
あ
る
大
学
。
そ
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る

社
会
の
な
か
で
、
日
に
日
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
特
集

で
は
、
横
浜
国
立
大
学
が
ど

の
よ
う
な「
知
」の
あ
り
方
を

目
指
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
体
現
し
て
い

る
の
か
を
、
3
つ
の
企
画
か

ら
掘
り
下
げ
る
。
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浜国立大学は、建

学以来の歴史の中

で育まれてきた「実践性」

「先進性」「開放性」「国際性」

の理念（大学憲章）の下に、

人文系、社会系、理工系な

どの多様な専門性を有する

教員がOne Campusに集

い、社会実践を重視した教

育研究を行うとともに、各

分野で第一線の学術研究成

果をあげてきました。

　こうした実績の上に、今

後も本学は、国や地域のイ

ノベーション創出の中心的

役割を果たしたいと念願し

ています。そのため、多様

な学術知・実践知を動員し、

産業、地域、市民等の多様

なセクターと国内外を問わ

ず、分野を超えてオープン

に連携することで、「新た

な社会・経済システムの提

案」や「イノベーションの

創出・科学技術の発展」に

資する「知の統合型大学」

として「世界水準の研究大

学」を目指します。

学長メッセージ

横
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─脱炭素実現に向け、現場で「使われる」技術を生み出す。

再生エネルギーが当たり前の社会へ。

1949年の工学部設置当時、電気化学科のある大学は日本で二校のみでした。本学
の強みといえる電気化学の分野を軸に、専攻や所属を越えた連携体制をつくりあげ
ています。

工学研究院 機能の創生部門 教授
先進化学エネルギー研究センター 
グリーン水素研究ラボ ラボ長

光島  重 徳
M I T S U S H I M A  S h i g e n o r i

研
究
者

コ
メ
ン
ト

本学の教員だけでなく、国内外の優秀なスタッフが参集しているのが特徴です。横
浜国立大学の顔といえるような研究センターを目指し、脱炭素実現に向けた研究活
動に取り組んでいます。

工学研究院 機能の創生部門 教授
先進化学エネルギー研究センター 
先進蓄電研究ラボ ラボ長

藪内  直明
Y A B U U C H I  N a o a k i

研
究
者

コ
メ
ン
ト
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球温暖化に伴い、ますます激甚化する台風災害。
しかし見方を変えれば、台風は自然エネルギー

の塊でもある。台風を制御し、このエネルギーを資源とし
て活用するという画期的な計画に取り組むのが、日本初の
台風専門研究機関である台風科学技術研究センターだ。
同センターが掲げるのは、「台風災害リスクの低減による
安心安全・持続的な社会の実現（台風制御）」、「台風エ
ネルギーの活用による脱炭素社会の実現（台風発電）」と
いう２つのミッション。これらを実現するため、「台風観測
研究ラボ」、「台風予測研究ラボ」、「台風発電開発ラボ」、
「社会実装推進ラボ」、「地域防災研究ラボ」の５つのラボ
を設置し、さまざまな分野の専門家とともに共同研究を進

めている。
現在、最先端の観測・シミュレーション技術によって、台
風の予測研究は急速に発展しつつある。これまでわかって
いなかった台風のメカニズムが明らかになれば、台風の制
御も容易になるかもしれない。それは防災に大きく貢献す
るだけでなく、台風の「活用」をも可能にする。たとえば、
海上で生じた台風の勢力を一定程度弱められれば、発電
船を接近させ、風力発電のような形でエネルギーを取り出
せるかもしれない。「台風先進国」である日本ならではの
発想で、気象学、電気化学、航空宇宙・船舶海洋工学、
経済学、法学、社会学など、さまざまな分野の専門家と
議論を重ねながら、台風との付き合い方の未来を考える。

地

炭素社会への移行の鍵といえる、再生可能エネ
ルギーの普及。その実現に向け、「グリーンイノ

ベーション」を推進するべく開設されたのが、先進化学
エネルギー研究センターだ。その研究内容は大きく2つ
に分かれ、再生可能エネルギーからの水素製造は「グリ
ーン水素研究ラボ」、蓄電池の研究開発は「先進蓄電
研究ラボ」でそれぞれ行われている。どちらのラボにお
いても、軸となる電気化学の研究者を中心に、さまざま
なバックグラウンドを持つスタッフや企業が協働で研究
に取り組んでいる。
再生可能エネルギーが社会で使われるものになるために

は、エネルギーを生み出せるだけでは不十分だ。エネルギ
ーの製造・貯蔵・輸送・使用の各段階において、効率や
汎用性などを高め、安くて使いやすいものにする必要がある。
たとえばグリーン水素研究ラボでは、水素および水素エネ
ルギーキャリアを製造するための電解槽の高耐久化や、低
コスト化技術を開発するための材料の標準的な評価方法
の策定など、再生可能エネルギーを社会実装するため
の技術開発に取り組んでいる。先進蓄電研究ラボでは、
新たな蓄電材料や電解液を開発することで、蓄電池のさら
なる高性能化・多機能化・低コスト化を推し進める。どち
らのラボも、目指しているのは「使われる技術開発」だ。

脱

─台風を制御し、エネルギー源として活用する。

「脅威」から「恵み」へ。

をつくる研 究 教 育

先 端 科 学高等 研 究 院 研 究センターを紹介
「最先端の科学研究を、最前線の社会課題に、つなげる。」をテーマとする本学の研究組織、
先端科学高等研究院（通称 IAS）。その目標を体現する4つの研究センターが描く未来のヴィジョンとは。

台風災害をゼロにし、台風エネルギーを活用する社会へ。大きな目標の実現に向け、
さまざまな分野の力を合わせることが必要になります。私自身も、もともと気象学
ではなく、船舶システム工学を専門としていました。真剣に目標を目指す仲間を募
集しているので、我こそはと思う方は気軽にご連絡ください！

工学研究院  
システムの創生部門 准教授
台風科学技術研究センター 副センター長

満 行  泰 河
M I T S U Y U K I  T a i g a

研
究
者

コ
メ
ン
ト

1
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─次なる情報技術の基盤をつくる。

主役はまさかの「ダイヤモンド」？

量子情報通信技術の分野は現在急速に発展しており、世界的にも熱気と期待に溢
れています。さまざまな専門分野をもつ研究者で集まって研究を行うことで、日々視
野が広がり、物理的センスが磨かれていくことを実感できます。社会実装までのハ
ードルはまだ高いですが、世界に先駆けたブレイクスルーを目指しているところです。

先端科学高等研究院 
量子情報研究センター 助教

関口  雄平
S E K I G U C H I  Y u h e i

研
究
者

コ
メ
ン
ト
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先端の科学技術は、社会に良い変化をもたらして
くれる反面、大きなリスクを秘めてもいる。リスク

共生社会創造センターの目的は、先端技術を社会実装す
る際に生まれるリスクを分析し、予防策を考えることだ。た
とえば水素エネルギー技術を実用化する際には、どのよう
な事故が起きうるだろうか。この問いに答えるためには、「水
素はどんな性質をもっているか」という自然科学的な知見と、
「水素はどのような場面で用いられるか」という人文・社
会科学的な知見の両方が必要になる。
これらの知見を相互にすり合わせながら、生じうるリスクへ
の対処法をとりまとめたものが、同センターによる世界初の

「先端科学技術の社会総合リスクアセスメントガイドライン」
だ。このガイドラインを水素ステーションに適用した「水素
ステーションの社会総合リスクアセスメント書」では、水
素の科学的な特性と、水素技術が用いられる社会のあり
方を踏まえつつ、さまざまなリスクをリストアップしている。
実際に水素ステーションを設計する際の仕様や規制にも参
照されるなど、その影響力は大きい。新たな科学技術には
リスクがつきものであり、それを恐れていては先端的な技
術を活かしきることはできない。むしろリスクを変化の可能
性として捉え、適切な意思決定を行うためのツールを整え
ていくのが同センターの役割だ。

最
子情報通信技術は、暗号通信や精密測定、最
適化計算、創薬など、あらゆる分野で大きな成

果をもたらし、数十年後の世界を変えてしまうとも言われ
ている。今まさに激しい競争が行われているこの分野にお
いて、いち早く社会実装可能な技術を生み出そうと開発を
進めているのが量子情報研究センターだ。これまで本学に
おいて個別に研究されてきたサイバーセキュリティ技術や次
世代デバイス技術などを集約し、互いに連携を深めること
でブレイクスルーを狙っている。
量子情報技術の研究は世界中で急速に進んでいるものの、
いまだに実用化は遠い。ネックとなるのが、量子デバイス

をつなぎ合わせることで、長距離の通信を実現させること
の難しさだ。同センターの研究課題のひとつが、この長距
離通信の基盤となる、量子デバイス間の情報転送を実用
レベルで実現すること。そのために、他分野の研究者と協
働しながら、ダイヤモンドの色中心（原子構造の格子欠陥）
を情報のやりとりに活用した「量子メモリ」の機能開発・
性能向上にチャレンジしている。ブレイクスルーに必要なの
は、従来では避けられていたアプローチを、角度を変えて
試してみること。黎明期だからこそ、少しの工夫が何桁も
の性能アップに繋がり、未来の通信技術が着実に実現へと
近づいていく。

量

─文理の枠組みを越え、先進技術の社会実装をサポートする。

リスクは「変化の可能性」。

リスク共生社会創造センターは、横浜国大発の概念である「リスク共生社会」の実
現に向けた学際研究機関です。さまざまな分野の研究者が「リスク」や「リスク共生」
の概念を共通言語に交流しています。リスク共生研究にご興味のある学生や研究者
の方は、分野問わず歓迎いたします。ぜひご連絡ください。

環境情報研究院 人工環境と情報部門 
リスク共生社会創造センター 准教授

伊里  友一 朗
I Z A T O  Y u i c h i r o

研
究
者

コ
メ
ン
ト
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未 来をつくる研 究 教 育 拠 点

特 色ある教 育プログラムを紹介
専門教育が始まる前から参加できる、学部生向けの研究教育プログラムが存在。理系分野、文系分野
それぞれについて、領域横断的に最先端の研究に触れられる、特色あるプログラムを紹介する。

学部生のうちから、
最先端の研究に
チャレンジする。

学
部
生
で
も
理
工
学
の

先
端
研
究
に
参
加
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
10
の

専
門
領
域
か
ら
興
味
の

あ
る
分
野
を
選
び
、
研

究
に
取
り
組
め
る
。
早

い
段
階
で
研
究
の
経
験

と
実
績
を
積
め
る
た

め
、
意
欲
あ
る
学
生
に

と
っ
て
は
キ
ャ
リ
ア
選

択
の
幅
を
広
げ
る
機
会

と
な
る
。

領域横断
プログラムで、次代の
リーダーを育てる。

経
済
学
部
・
経
営
学
部

の
枠
を
越
え
、
分
野
横

断
的
に
学
べ
る
4
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
や
地
域
課

題
解
決
、
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な

ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
む
時
代
に
お
い
て
不

可
欠
と
な
る
能
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
。

校時代は理系でしたが、経済学
にも興味があったため、両方学
べるDSEPを志望しました。授

業ではプログラミング言語と統計学を並行し
て学ぶことで、統計データを分析する力が身
につきます。ニュースで扱われる事象を自力
で検証できるようになったときには、大きな
達成感がありました。

高
経済学部DSEP １年

五十嵐  大 和
I G A R A S H I  Y a m a t o

経済学とデータサイエンスを
融合した学びで、「理系的素養を
兼ね備えた文系人材」の育成を目指す。

経 済 学 部 D S E P (Data Science Education Program) 経 営 学 部 D S E P (Data Science Education Program)

まざまなデータ分析の手法を学
びつつ、実際に民間のデータサ
イエンスコンペにも参加するとい

う実践的なプログラムです。コンペの準備で
は、担当の先生から適宜フィードバックをも
らいつつ、自分の力で仮説を立てて分析の
アプローチを組み立てます。無機質なデータ
を自分の手で加工し、有意味な分析結果を
導けたときには胸が躍ります。

さ
経営学部DSEP １年

廣田  太一
H I R O T A  T a i c h i

経営学系でのデータサイエンス教育は日本初。
机上の分析だけでなく、プロジェクトや
コンペを通じて実践的な力を養う。

理工学部 機械工学EP 2年

牧 野  楓
M A K I N O  K a e d e

受
講
生

コ
メ
ン
ト

校生の頃から「いつか人
工衛星など宇宙探査機の

開発に携わりたい」という目標があ
ったので、学部生から研究に取り
組めるROUTEはとても魅力的で
した。今は航空宇宙工学を軸とし
た流体力学の研究室に入り、宇宙
探査機が大気圏に突入する際に受
ける圧力について研究しています。
これは、将来的に地球と宇宙を往
復する航空機を開発するうえで鍵と
なる、極超音速（音速を大きく上
回る速度）での飛行を可能にする
ためのものです。

実際の研究では、コンピュータ上
で機体の模型を作成し、特定の角
度や速度で空気中を進んだ場合に、
機体にどのような圧力がかかるのか
をシミュレーションしました。結果、

ROUTE内の発表会で入賞するこ
ともできましたが、それがゴールで
はありません。ROUTEで学んだ
のは、得られた研究結果を考察し、
次の仮説や展開を考えることが最
も大切なのだということです。これ
からもROUTEで研究を続け、将
来は人工衛星を設計する道に進み
たいと思います。

高

プ ロ グ ラ ム 紹 介

理工学部・学部学生が
最先端の研究に
参加できるプロジェクト
ROUTE

プ ロ グ ラ ム 紹 介

経済学部・経営学部
連携プログラム
経済学部DSEP・経営学部DSEP・
GBEEP・LBEEP

融やマーケティング、会計といっ
た経済・経営学部の内容に加え
て、実践的な英語学習の機会が

得られるところに魅力を感じました。一部の
経済・経営系科目の授業は英語で行われる
ので、自然と力がついていきます。海外の学
生と英語で討論する「アジア英語討論会」
など、学びを活かす機会も豊富にあり、やり
がいを感じる環境です。

金
経済学部GBEEP ３年

前田  秀 太
M A E D A  S h u t a

｢経済学・経営学の専門性」と
｢実践的な英語力」を伸ばすプログラム。
国際交流企画も備え、グローバルな
ビジネスで活躍する人材を目指す。

G B E E P (Global Business and Economics Education Program)

BEEPでは、実際に地域に根付
く社会課題を取り上げ、その調
査や解決策の提案に取り組みま

す。私のチームでは貧困問題にフォーカスし、
「キッチンカーによる食支援」という企画案
を作成しました。「課題」の多様な捉え方を、
少人数で意見交換をしながら深く学び、実
践できるのが魅力です。

L
経済学部LBEEP １年

椙田  翔
S U G I T A  K a k e r u

法学・政治学をベースに、経済学や経営学、
データサイエンスを複合的に学ぶプログラム。
実際に地域課題にも挑戦し、
課題を捉えるセンスを磨く。

L B E E P (Lawcal Business Economics Education Program)

1
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ト

R O U T E (Research Opportunities for UndergraduaTEs)
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基礎研究でこそ身につく
｢応用力」

梅原：今ではすっかり気鋭の物理学研究者
になられた南野先生ですが、実は私、当時
の「南野くん」のことも結構覚えているん
ですよ。やっぱり一期生なので印象に残っ
ているんでしょうね。
南野：本当ですか？　たしかに先輩もおら
ず人数も100人ぐらいだったと思うので、
距離感は近かったのかもしれませんが。
梅原：1、2年生向けに英語で教える物理学
の演習授業があったんです。英語というこ
ともありますし、普通は話を聞くだけで精
一杯ですよね。でも当時の南野先生は、授
業後に「こんな風に解いてみたんですけど」
と自分で考えた解法を見せに来てくれたん
です。しかもそれがとてもエレガントな解
き方だったんですね。それで、「これは優
秀だぞ」と。
南野：それはまったく覚えていません……
（笑）。でも、当時のことは覚えていますよ。
先生方はみなさん熱心で、同期との横の繋
がりも強かったと思います。当時仲の良か
った友人の大半は研究者にならずに就職
していきましたが、今でも連絡はとって
います。
梅原：研究者になったり、専攻と直結する
仕事に就いたりするわけではなかったとし

ても、研究や実験を通じて身につく力はき
っと仕事の役に立ちますからね。みなさん
ちょうど、それぞれの場所で偉くなってい
く年齢でしょうから、その力をうまく役立
てて欲しいです。
南野：いわゆる理論研究や基礎研究という
と、なんだか浮世離れしていて、ずっと研
究室にこもって考え事をしているようなイ
メージがありますよね。私の専門である素
粒子物理学は、宇宙の成り立ちや物質の根
源を探究する学問ということもあり、とり
わけそんな風に思われがちかもしれません。
でも実際には、実験装置を開発するために
メーカーさんと協議したり、適切な予算と
人員の確保に知恵を絞ったりと、いわゆる
「仕事」のような動きをすることがたくさ
んあります。ものすごく泥臭いんですよね。
梅原：「真理の探究」なんて言いつつ、蓋
を開けてみると現実的で地道な作業も多い
ですよね。それはそれで面白いし、物事を
進めていく力も身につく。経営者の方から
よく聞くのは、「基礎研究をやっていた学
生の方が新規事業には向いている」という
話です。何事も本質や基本の部分から考え
る癖がついているから、一から新しいこと
を考えたり、未知の分野に挑戦したりする
のがうまいのかもしれませんね。
南野：課題を見つけて、仮説を立てて、そ
れを実証するための実験方法を考える。実

験をするための準備や段取りも自分で行う。
こうした研究のプロセスは、生きていく上
で何にでも応用できると思います。
梅原：その通りだと思います。もともと教
育研究しか知らなかった私がなんとか大学
の経営に取り組めているのも、根っこの部
分ではやっていることが同じだからかもし
れませんね。

大学の土台は、
一人ひとりの研究力

梅原：新学長の候補になったときに、どん
な大学にしていきたいかを改めて考えまし
た。そこでまず頭に浮かんだのは、とにか
く先生方が研究と教育に集中できる環境を
つくりたいということです。本学は地域や
企業との共同研究も、プロジェクト型の取
り組みも豊富ですが、その土台は先生方の
研究力です。やはり専門の研究にしっかり
取り組めなければ、国立大学としての役
割は果たせないのではないかと思ってい
ます。
南野：そうですね。たとえば民間の研究所
と違って、大学ではある程度自分の自由な
発想で研究ができます。大きな組織からプ
ロジェクトが降りてきて、その一部分を担
当するということではなく、研究そのもの
のビジョンを追い求められる。素粒子物理
学の分野ですと、それこそ成果がまったく

先
入
観
な
く

物
事
を
見
極
め
る

─
そ
ん
な
学
生
が
育
つ

大
学
を
目
指
し
ま
す
。
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｢いい風の吹くキャンパス｣を目指して

2021 年に学長に就任した梅原先生が、助手時代に立ち上げに携わった
工学部 知能物理工学科（現 数物・電子情報系学科物理工学教育プログラム）。
その一期生として入学したのが、現在本学理工学部で教鞭をとる南野准教授だ。
かつては師弟であり、現在はともに本学の教育研究を支える「仲間」でもある二人が語る、

「よい学びの生まれるキャンパス」のあり方とは。

梅 原  出
学 長

南 野  彰 宏
工学 研 究 院  准 教 授

学
生
も
教
員
も

研
究
に
打
ち
込
め
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
れ
が
本
学
の
強
み
で
す
。
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いところがありますね。研究室とい
う共通の場があることの重要性をあ
らためて痛感しました。
梅原：暗黙知は言葉で教えるだけで
はあまり意味がないですからね。そ
れこそ最初の方にお話しした実験の
段取りなんかは、どうしても一緒に
手を動かさないと身につかない部分
だと思います。
南野：そうですね。オンラインでで
きることはなるべくオンラインで、
という変化自体は今後も続いていく
でしょうから、早めにやり方を変え
る機会が得られたんだと思うように
しています。
梅原：大学としても、なるべく対応
していけるよう尽力していきます。
しかし、そうした研究室の重要性などを考
えると、学部生のうちから院生や研究者と
ともに研究に取り組める日本の環境はとて
も恵まれていると改めて感じます。実は欧
米圏だと、学部生が研究室に入ることはあ
まりないようなんです。
南野：言われてみるとそうかもしれません
ね。
梅原：繰り返しになりますが、研究者の卵
だけが研究に触れるのではなく、卒業後さ
まざまな道に進む学部生たちも研究を通じ
て学びを深められるというのが、大学の大
事な役割です。得られる学術的な知識以上
に、仮説を立てて試行錯誤するという研究
や実験のプロセスそのものが、大きな経験
の財産になるはずです。やっぱり私は、研
究こそが最大の教育だと思うんです。
南野：そう考えると、われわれ教員が研究
に取り組む時間をしっかり確保していた
だけているというのは本当にありがたい
ことだと感じます。それが巡り巡って、学
生の良い学びにもつながっていくんでしょ
うね。
梅原：私自身はもう経営のことばかりで、
なかなか現場で研究したり、学生と接した
りする機会は減ってしまっています。寂し
くはありますが、これまでその幸せをたく

さん味わってこられた分、今度は本学の先
生方や学生のみなさんにその機会を用意で
きればと思っています。それが学長として
の私の使命ですね。

出ない時期も長いので、短期的な研究成果
を強要されないのはありがたいです。
梅原：何十年もまったく進捗しなかった分
野が、実験装置の精度向上などのきっかけ
一つで一気にブレイクスルーすることはよ
くありますよね。
南野：その発見を学生とわかち合えるとい
うのも大事なポイントです。結局、そうし
たブレイクスルーだって、研究の進まない
「暗黒期」の間にも研究を続けていた人が

たくさんいたからこそ起きるわけですよね。
学生に興味をもってもらうことは本当に大
切なので、私も研究に打ち込みつつ、その
面白さを学生や社会に発信をしていく姿勢
を忘れないようにしたいと思います。
梅原：研究の本当にエキサイティングで大
事な部分は、どうしても難解だったり地味
だったりします。次の世代の学生を育てて
いくためには、そこをいかにわかりやすく、
情熱を持って伝えられるかというのも重要
ですね。

いい大学には、
｢いい風」が吹いている

梅原：土台としての専門分野の研究が大切
な一方で、さまざまな学部がひとつのキャ
ンパスに集まっていることも本学の大きな
強みです。単純に、いろんな分野のいろん
な気質の人が一箇所に集まっているという
だけで、とても豊かな雰囲気が生まれる
と思うんですね。そのこと自体が、実は
大学という場所の大きな価値なんじゃな
いかと。
南野：他分野との交流ということで言いま
すと、実は私は、妻と学部生時代に出会っ
ているんです。妻は当時教育学部で心理学
を学んでいて、そこで文系の学生たちとも
交流が生まれていました。今思えば、異な
る分野を学ぶ学生同士で、お互いの考え方
を知ることができた貴重な機会でしたね。
あまり大きな声では言えませんが、私がま
じめに勉強に取り組み始めたのも、彼女が
勉強熱心だったことに影響された部分が大
きいんです。
梅原：それはいい話ですね（笑）。でも、
本当にそれが大学のよさだと思いますよ。
「いい大学にはいい風が吹いている」とい
うのが私の持論です。さまざまな人が集ま
ることによる風通しの良さ、何かが起こる
かもしれないという期待のようなものがキ
ャンパスにはあるのかなと。外から来校し
た方のほうが気づきやすいのかもしれませ
んが、理工学部と教育学部のあるエリアで
もなんとなく雰囲気が違いますよね。

南野：風通しという意味では、学生もつね
に数年で入れ替わりますからね。ゼミや研
究室にしても、ずっと固定のメンバーでや
っていくわけではなくて、つねに新しい学
生が入ってくる。彼らにまた一から手ほど
きする過程で、空気が入れ替わっていくよ
うな感覚があります。
梅原：やっと育ったなと思ったらまたすぐ
に去ってしまうので、寂しさはつきもので
すけどね。

研究こそが、最大の教育

梅原：南野先生が本学に着任したのは
2016年ですが、学生の指導には慣れてき
ましたか？
南野：まだまだ試行錯誤が多いです。多少
慣れてきたタイミングで今回のコロナ禍が
あり、今はその対応に苦慮しているところ
ですね。普通の授業に関しては、オンライ
ンでもそこまで問題はありません。ただ、
たとえば実験の細かなやり方だったり、デ
ータ分析のためのプログラミングだった
り、そうしたノウハウの蓄積や継承につい
ては、顔を合わせていないとなかなか難し

1962年生。富山大学理学部卒業。横浜国立大学工学
部助教授、同学大学院工学研究院教授を経て2021年
4月より学長に就任。研究分野は固体物性物理学（超
伝導・磁性）。学長として、「世界水準の研究大学」を目
指すビジョンを掲げる。

梅原 出
横浜国立大学 学長

1978年生。横浜国立大学工学部卒業。京都大学大学
院理学研究科助教などを経て、2016年より横浜国立
大学大学院工学研究院知的構造の創生部門准教授に就
任。専門は素粒子物理学（ニュートリノ）。

南野 彰宏
横浜国立大学 工学研究院 准教授
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ーツ、ファッションなど、さまざまな
ジャンルの企業の分析が集まるので新
鮮です。やはり好きな企業を分析する
方が、研究としてはいいものになりま
すね。また、半年間授業を受ければ、
経営戦略論の基礎的な分析は一通り身
につきます。そうすると、興味がある
企業についても「なぜ成長しているの
だろう」「どうすればもっと成長でき
るのだろう」ということを考えられる
ようになります。これは就活にも役立
ちますし、ビジネスパーソンとして社
会で活躍する上でも糧になるでしょ
う。

授
業
名

授業内容を教えてください｡

流行り廃りの激しい世の中で、どんな
企業が「勝ち続けられる」のか。それ
を探るのが、私の専門とする「経営戦
略論」です。この授業では、学説や知
識を覚えてもらうのではなく、実際の
経営現象を分析する切り口（考える方
法）を身につけてもらうのが目的です。
そのため、就労経験のない 1年生でも
わかるような事例をたくさん扱いなが
ら、企業の成功と失敗の要因を分析し
ていきます。

どのような事例を扱いますか｡

たとえば、「ユニクロ」のような誰も
が知っているブランドや企業を例示す
ることもありますし、逆に学生たちに
好きな企業を挙げてもらうこともあり
ます。ゲームやアニメ、マイナースポ

｢ユニクロ」はなぜ
勝ち続けられるのか?

経
営
戦
略
論

YNU CHARACTERISTIC & ICONIC CLASS 03>>>

経営学部
教授

自
然
科
学
と
違
っ
て
、
経
営
戦
略
論
の
正
解

は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
変
化
が
大
き
な

時
代
を
生
き
抜
く
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
を
柔
軟
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
武
器
と
し
て
、
経
営
戦
略
論
の
多
く
の

切
り
口
を
携
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

授
業
名

横 浜 国大の名物 授 業 ! 「大学ならではの学びが味わえる」と、学生からの人気も高い
3 名の先生方の「名物授業」。インタビューを通じて、その面白さの秘密に迫る。

授業内容を教えてください｡

国語の教員免許取得を目指す学生と一
緒に、中学・高校の古典の授業を考え
る授業です。古典に苦手意識のある学
生も多いようですが、教える人自身が
楽しいと感じていなければ、楽しい授
業は作れません。そこで私が担当する
漢文パートでは、漢詩を実際にみんな
で作りながら古典の世界に親しむ機会
を作っています。とはいえ、短歌や俳
句ならまだしも、漢詩を作ったことの
ある学生はほとんどいません。「そも
そも日本人である自分には作れない」
という意識も根強いようです。しかし
実際には、日本でも漢詩はたくさん作
られており、初心者向けの漢詩の作り
方についてもノウハウが蓄積されてい
ます。私の授業ではそれを応用して、
カードを並べて漢詩を作るという手法
を採っています。このやり方なら、グ
ループワークで30分もかけずに七言
絶句を一首作り上げられます。

授業内容を教えてください｡

「船舶等の浮体が、波の中でどのよう
な運動をするのか」について講義して
います。理論の紹介というよりは、「実
際に起きた海難事故」、「船に乗ったら
どこに座ると船酔いしにくいか」、「船
舶の揺れを抑える方法」といった具体
的な内容が中心です。また、変わった
船舶を紹介したり、船についてのクイ
ズを出したりすることで、船そのもの
への興味も深めてもらえるように工夫
しています。船や波については実物を
見るのも大事ですが、実際に見に行く
のも難しいので、3Dプリンタで製作
した船舶模型を触ってもらったり、本
学の「大型実験水槽」（長さ100m，
幅8m，水深3.5m）を使って波を見学
してもらったりと、なるべく実物に近
い形に触れられるようにしています。

漢詩は
読むものじゃなく
｢作る」もの?

大型水槽   で
｢波」を
見学してみ よう｡

中
等
教
科
教
育
法

 （
国
語
Ⅳ
）

浮
体
運
動
学

YNU CHARACTERISTIC & ICONIC CLASS YNU CHARACTERISTIC & ICONIC CLASS01>>> 02>>>

教育学部
学校教員養成課程 
国語専門領域　
准教授

理工学部 
海洋空間の
システムデザインEP 
准教授

あ
の
夏
目
漱
石
と
正
岡
子
規
も
大
学
生
の
こ

ろ
、「
早
く
海
水
浴
か
ら
帰
っ
て
き
て
ね
」と

い
う
冗
談
め
か
し
た
や
り
と
り
を
漢
詩
で
行

っ
て
い
ま
す
。
L
I
N
E
や
S
N
S
で
行

う
よ
う
な
く
だ
ら
な
い
や
り
と
り
だ
っ
て
漢

詩
で
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

私
が
荒
れ
た
海
で
海
上
実
験
し
た
際
の
映
像

を
見
せ
、
揺
れ
の
現
象
に
つ
い
て
解
説
す
る

こ
と
も
。
海
の
上
を
進
ん
で
い
る
最
中
の
様

子
も
あ
わ
せ
て
お
話
す
る
こ
と
で
、海
や
波
、

船
に
つ
い
て
の
興
味
を
深
め
る
き
っ
か
け
が

作
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高 芝  麻 子

(中国古典文学）

T A K A S H I B A  
A s a k o

平川  嘉 昭

(船舶海洋工学）

H I R A K AWA  
Y o s h i a k i

高 井  文子

(経営学・経営戦略論）

T A K A I  A y a k o
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3
KNOWLEDGE 
CIRCULATES 
THROUGH 
SOCIETY.

学生はどんな反応ですか｡

作った漢詩をみんなで共有し、私がそ
れぞれを褒めちぎります。最初のハー
ドルが高い分、「こんなに簡単に作れ
るなんて思っていなかった」という驚
きも大きいようです。また、教員にな
った卒業生から、「自分の授業でも高
校生に作らせてみたいので、カードを
使った授業のやり方を教えてください」
という相談を受けたことも何度かあり
ます。とても嬉しいですし、私自身の
勉強にもなりますね。

学生はどんな反応ですか｡

水槽見学は意外とインパクトがあるよ
うで、波を見せると「おお～」と歓声
があがります。クイズへの反響も大き
くて嬉しいですね。知らなかったこと
も多いようで、思った以上に楽しんで
もらっているようです。出席確認のた
めのノート提出では、各回で紹介して
いる船の絵を描いて提出してくれる学
生もいました。

授
業
名
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を
育
て
る

浜国立大学の教員や学生たちは、「知」の営み

にどのように向き合っているのか─。3つの

企画から見えてきたのは「基礎」の大切さだ。いま人類

が直面しているのは、単純な「前進」では解決できない

複雑な問題ばかり。直面する問題を解くための場当たり

的な方法論ではなく、アカデミアとして本質的な解決策

を探らなければならない。そんな時、基礎研究は遠回り

のように見えて一番の近道だ。基礎が固まれば、応用

研究も飛躍する。さまざまな障害が生じたとしても、焦ら

ず地道に種を植え、根や枝葉を伸ばし続けること。研

究と教育という二つの知の営みを通じて、横浜国立大学

は社会の基盤を支える大樹を育んでいく。

特
集
後
記 の

横

Y O K O H A M A  
N A T I O N A L  

U N I V E R S I T Y
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YNU PEOPLE

挑戦し続ける横浜国立大学の「人」。
横国が誇る研究者をクローズアップする、〈YNU MAESTRO〉。
学生たちのベンチャー精神に迫る、〈VENTURE SPIRIT〉。
インタビューを通じて、横国の “今”をお届けする。
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3 KEYWORDS

子どもたちとのふれあいを通じて
教育現場に新風を。

鈴木先生をひもとく3つのキーワード

教育学部 学校教員養成課程 心理学専門領域 准教授
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鈴木 雅之
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子どもたちの観察から見えた課題。
本当に必要な学びとは

　より良い学習方法とはどのようなもの
か。子どもたちが適切な学習方法を身に
つけるにはどうすべきか。鈴木先生の研
究テーマは、教育現場の問題意識から生
まれた。
　「『効果的』に学ぶ。当然そうあるべき
だと誰もが考えるでしょう。しかし、意
外なことに人は必ずしも自分に合った方
法で学習に取り組めているわけではあり
ません」と鈴木先生。
　「英語の教科書の文章をノートに書き
写している生徒がいました。話を聞いて
みると、単語の意味も発音の仕方もわか
らず、ただ闇雲に筆写しているだけだと
いいます。この例は少し極端かもしれま
せんが、ほかにも漢字の部首の意味を考
えることなく丸暗記してしまったり、算
数・数学の問題を解きっぱなしで振り返
りをしないといったケースは、少なから
ずあります」
　鈴木先生は、学習方法に影響を与える
要因として、テストに着目した。本来テス
トとは、生徒の理解度をはかり、不足を
補うためのもの。しかし、生徒にとって
は目先のテストを乗り越えることが目的
化し、本来の学習の目的が見失われるな
ど、見過ごせない実態がある。鈴木先生
が情熱を傾けるのは、この矛盾の解消だ。

現場志向をベースに
生きた研究を

　自ら教育実践をしながら研究する。こ

れも鈴木先生の研究の特色だ。大学に中
学生を集めたり自ら学校へ出向いたりし
て実験授業を行うなど、子どもたちと直
に触れ合うことを大切にしている。
　「教育心理学の研究者が、実践を重視
するのは当然だと思われるかもしれませ
ん。確かに、授業観察など、実践と関わ
りを持ちながら研究をしている学者は少
なくないです。しかし自ら授業をするケ
ースは決して多くありません」
　このユニークな検証方法が、現場に即
した研究成果へと結びつく。このプロセ
スで取り入れた手法が、実際に学校の定
期テストで活用されることもあった。
　もちろん、学習の主体である子どもた
ちの意識に着目することを忘れてはなら
ない。鈴木先生は、学びを改善するヒン
トはここにあると考えた。
　「彼らの『勉強させられている感』が
拭えなければ、主体的な学習には結びつ
きません。テストであれば、実施目的、
評価基準、改善のための指針を明確にす
ることが重要です。それにより生徒たち
もテストの目的に納得し、テストの捉え
方が変わることで、学習に対するモチベ
ーションを高く保てるのです」
　学習方法の確立には難しさも付きまと
う。効果的な学習法や指導法は人によっ
て異なるからだ。個人差を踏まえてどう
支援するか。これが課題だ。

教育現場への還元をめざし
次なるステージへ

　これまで、数学や英語などの特定の教
科を対象に研究をしてきた鈴木先生は、

特定の教科での学習の変化が他教科にも
波及するか模索していくという。多様な
場面で発揮される学習スキルを育成する
ための指導法を開発するのが次なるステ
ップだ。自らの実践を通して研究し、得
られた知見を教育現場に還元していく。
こうした理論と実践の好循環こそが、先
生の研究の原動力だ。
　現場を置き去りにしない姿勢は、鈴木先
生だけのことではない。ゼミの学生たちも
同様だ。彼らは日常の身近な出来事を出
発点として研究テーマの種を探っていく。
　「ゼミ生たちは、関心のあるテーマの
論文を読み込むことで、知識を深め、問
題意識を高めます。このような過程を経
て決定された研究テーマは、実践に根ざ
したものとなるのです」
　鈴木先生の研究テーマの背景にも、先
生自身の経験がある。大学の教職課程で
の学びや、塾でのアルバイト経験を通じ
て、勉強に悩む子どもたちと出会い、教
育心理学に興味を持ったという。
　「同じように勉強していても、人によ
って意欲や成果は異なりますし、指導の
効果も同一ではありません。学習におけ
る個人差を解明していくことを通して、
人の『こころ』に迫れる。これが教育心
理学の魅力だと思います」

東京都出身。専門は教育心理学。勉強に悩む子ども
たちとの出会いをきっかけに、教育心理学に関心を
寄せる。実践に基づいた検証と、統計的知識の活用
を特徴とした研究で、日本教育心理学会「優秀論文
賞」をはじめとする数多くの受賞歴を持つ。現在は、
自ら学ぶ意欲やスキルを高めるための方法に関する
研究に励んでいる。

P R O F I L E

作業に集中できるようミニマリストを目
指し、物を多く持たない。研究室はきれ
いに整頓されている。ゼミを開講した当
初から、学生の意見を取り入れながら居
心地の良い研究室になるよう工夫を凝ら
してきた。

作業に集中できるよう
整頓された研究室。

本棚で存在感を放つのは、LINEのスタ
ンプで人気のキャラクター「ごきげんぱ
んだ」の大きなぬいぐるみ。作者のにし
むらゆうじさんのファンだと公言する鈴
木先生への学生からのプレゼントだ。研
究の合間に眺めてリフレッシュしている。

学生から贈られた
ぬいぐるみが癒し。

学習方法の工夫によって学力は向上す
る。子どもたちに勉強を教えることで得
た手応えが、今に生きているという鈴木
先生。実践を重視する研究姿勢につなが
った。写真は、中学校で授業を行い、指
導法の効果を検証している様子。

自ら授業することを通して
指導法の効果を検証。1 32
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3 KEYWORDS

先を見据えた研究が
豊かな社会の土台を築く。

細田先生をひもとく3つのキーワード

都市イノベーション研究院 都市イノベーション部門 教授
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丈夫なコンクリートは
「ゴミ」から生まれる

　私たちの生活を支える多くのものがコ
ンクリートでできている。それほど身近
でも、この材料について詳しく知る人は
案外少ないのではないだろうか。例えば、
コンクリートが固まる理由。それは単に
「どろっとした原液が乾くから」ではな
い。セメントと水が化学反応を起こすこ
とで、ほかの原材料である砂と砂利を強
固に接着するからである。コンクリート
は広く普及しているだけに、品質が低い
と私たちの生活の基盤を揺るがしかねな
い。そんな事態を防ぐために、適切に社
会で活用するための研究が、細田先生の
専門分野だ。
　「コンクリートを用いた構造物の一番
の特徴は、長期にわたり使用されること。
いかに長持ちさせられるかがポイントで
す。すぐに劣化するようでは補修や点検
にコストがかかる。一から作り直すよう
だと、その費用は膨大です」
　構造物の耐久性を高めるためには、丈
夫な素材が求められる。コンクリートの
場合も、原材料を見直すことでより強い
ものができ上がるという。
　「社会的にはゴミであるはずのものが、
有効な原材料になります。例えば高炉ス
ラグ。これは高炉で鉄を作るときに発生
する産業廃棄物です。鉄を 1トン生産す
ると約 30パーセント、300キロ分も産
出されます。この高炉スラグをセメント
の代わりとして用いることで、通常のコ
ンクリートよりも劣化しにくいものが作

れるのです。また、セメントの主原料は
石灰石ですが、この天然資源の消費を抑
えられるというメリットもあります」

実社会への貢献を
ひたむきに追求する

　ほかにも、火力発電所で発生する廃棄
物である石炭灰が「長持ちするコンクリ
ート」を生成するための原材料となる。
しかし研究すべきは生成方法にとどまら
ない。コンクリートごとの特徴に合わせ
た使い分けこそが肝要だ。
　「インフラで特に痛みやすいもののひ
とつが、高速道路のアスファルトの下に
ある床版です。車の荷重を常に受けてい
るので、ひびが入るなど劣化しやすい。
ここに適したコンクリートを作るため
に、高炉スラグや石炭灰の配分を模索し
ています。ただ、それだけでひび割れを
抑えられるわけではありません。コンク
リートは縮むことでもひび割れを起こし
ますから、逆に膨らませるための対策も
必要となってくるのです」

  こういった研究の成果は、東日本大震
災後の復興道路などで実用化されてい
る。細田先生が研究において重視してい
るのは「社会のために役立つかどうか」
だ。その思いの背景には、大学院で博士
課程を修了後に、JR東日本に在籍した
ときの経験があるという。
　「土木技術の中枢、構造技術センター
で働く機会を得ました。そこで現実のイ
ンフラを整備するにあたり、多くの課題
に直面したのです。ただ漠然と研究する
のではなく、現場の問題を解決していき

たいと強く思うようになりました」

それぞれの強みを結集させて
社会の土台をも変えていく

　これらの研究内容を聞いた後となって
は意外なことに、「私は研究の腕が立つ
人間だとは思っていません」と苦笑する
細田先生。
　「『高精度なシミュレーションのソフト
ウェアを開発できる』といった得意な手
法を持っているわけではありませんから
ね。こだわる手法がないからこそ、定め
た目的を果たすことを第一に、チームで
柔軟に研究を進めているのです」

  土木工学は人が豊かに生活できる基盤
を整えていくための学問。社会的な課題
の解決には、企業や大学、そして行政が
連携する必要がある。その協働を大切に
することが、細田先生の姿勢だ。
　「実社会そのものを相手にしている学
問では、ひとりで研究しているだけでは
なにも変えられません。議論し、合意し
ながら社会に反映していく必要がありま
す。また、インフラの研究には慎重さも
求められる。誰かひとりの考えだけで進
めるのではなく、みんなで様々な観点か
ら検討することが、未来に残る構造物を
つくる上で重要だと思っています」

兵庫県明石市出身。東京大学大学院工学系研究科
社会基盤専攻博士課程修了後、JR東日本構造技
術センターで勤務。2003年に横浜国立大学に着任。
大学生時代に受講した「リーダーとはなにか」をテ
ーマとする少人数ゼミで恩師の岡村甫先生と出会う。
研究室でコンクリートを専門に学び、教育者としての
ありかたにも影響を受けたことが現在の礎となった。

P R O F I L E

復興道路のひとつである普代川大橋。こ
の床版のひび割れ抑制に、細田先生の研
究室は大きく貢献した。建造にあたり、
ひび割れはほぼ確実に発生してしまうと
予想されていた。それを覆したのは、従
来よりも高度な対策をほどこしたからだ。

ひび割れゼロを実現した
復興の“かけ橋”。1 2 「研究しているだけでは世の中に伝わら

ない」。細田先生と志を同じくする研究
者のチームが「熱血ドボ研」だ。本書は
このチームでの最初の刊行物。コンクリ
ートの新しい品質確保・高耐久化の取り
組みについてまとめられている。

社会を良くする取り組みを
仲間たちと発信する。

学生たちも実践的なテーマやプロジェク
トに取り組む研究室。企業と共同して研
究を進めることも多いという。細田先生
が大切にしているのは、失敗も前向きに
捉え「どうすれば成功に繋がるのか」を
学生と一緒に熟慮すること。

課題解決へのトライアルは
まるで企業の研究室。3

『新設コンクリート革命』　熱血ドボ研2030 著 岩城一郎、
石田哲也、細田暁、日経コンストラクション 編　日経BP

供用後の名称：田野畑普代大橋
写真提供：西武建設

20 21YO KO KO K U KO K UKO K UYO KO KO K U KO K UKO K U



Y
N

U
 P

E
O

P
L

E
V

E
N

T
U

R
E

 S
P

IR
IT

Y
N

U
 P

E
O

P
L

E
V

E
N

T
U

R
E

 S
P

IR
IT

一年をともにして
子どもたちとの絆を深める

　教員を志す学生にとって、子どもと接す
る機会は貴重だ。代表的なものでは教育実
習が挙げられるが、学外活動として横浜国
立大学が独自に実施しているのが「がやっ
こ探検隊」だ。この団体では、保土ケ谷区
の小学校に通う子どもたちとのレクリエー

ションを学生自らが企画・運営している。
リーダーを務める藤岡さんは、活動の目的
を「子どもと学生とが、ともに成長できる
こと」だと語る。
　「がやっこ探検隊は学外活動Ⅲという授
業の扱いになっており、保土ケ谷区と大学
とが共同で行っている事業です。僕たちが
立てた年間目標はふたつあります。ひとつ
は学生たちが、イベントの準備や子どもた

ちとの触れ合いを通して成長できることで
す。もうひとつは子どもたちにとっても、
がやっこでの体験を成長の機会としてもら
うことになります」
　例年、所属する学生は 40名強を数える。
一方、集まってくる子どもたちは 80名ほ
どに。双方のメンバーが固定されたまま、
年間を通して継続的に活動していく。
　「今年はコロナ禍の影響で活動を縮小し

ている面もありますが、通常であれば 6

月から 2月にかけて計 7回のイベントを
実施します。子どもたちに人気なのは 1泊
2日のキャンプ※ 1です。一緒にいる時間が
長い分、子どもと学生との距離はぐっと縮
まります。どのイベントも準備は大変です
が、子どもが笑顔で楽しむ姿を目にできる
のでやりがいは十分です」

子どもの視点に立つことで
イベント成功への道がひらける

　学生が考案したゲームを一緒にしたり、
ペットボトルで水鉄砲を作ったりと、イベ
ント内容は多岐に渡る。ともに農園に赴い
たり、児童を大学に招いたりと、活動場所
もさまざまだ。子どもたちに喜んでもらう
ためにも、藤岡さんたちはメンバーとの活
発なディスカッションを欠かさない。
　「例えばゲームのルールを考えるときは、
難しくなりすぎないように配慮します。少
し複雑になると子どもが理解できなくなり、
思っていた趣旨とは違うゲームになってし
まうのです。かといって、単純化するだけ
では子どもたちの刺激にはなりません。本
当に楽しい内容になっているのか。子ども
の視点に立って考えるようにします」
　学生たちのみで行うリハーサルで手応え
が悪いと、急遽新しいゲームを作りおろす
ほど準備は念入りだ。ここでは当日の時間
配分も、しっかりと確認する。
　「本番では子どもが関わってくるので、
移動などに思ったよりも時間がかかること

や、逆に思いのほか時間が余ってしまうこ
とがあります。それを踏まえてタイムスケ
ジュールを組むのですが、1年次に最も苦
労したのがこの部分です。けれども回数を
重ねるうちに子どもへの理解が深まり、う
まく段取れるようになっていきました」

見守られてきた側から
見守る側に

　3年生となった藤岡さんは、組織の運営
へと活動の軸足を移しつつある。イベント
の企画を中心に手がけていた 2年次まで
とは異なり、児童の募集や新入生歓迎会の
準備などにも携わるようになった。業務の
幅が広がっていくなかで、藤岡さん自身が
関わる人も増え続けている。
　「先生、子どもたち、保護者や区役所の
方々、がやっこの仲間。ほかにも大勢との
関わりのなかで活動できています。そのこ
とへの感謝を、きちんと口にしていこうと
思うようになりました。活動を円滑に進め
る上でも感謝を伝えるのは大切ですから」
　小学生のころから教員を志してきた藤岡
さん。その思いは、がやっこ探検隊での活
動を通してより強まっている。
　「最初は担任の先生への憧れから始まり
ました。今、子どもたちと接していて思う
のは “やっぱり素直でかわいいな ”です。
彼らの成長をそばで見守れることに大きな
やりがいを感じています。これからも学び
を重ね、将来は教員として、子どもたちの
成長を支えていけたらと思っています」

F U J I O K A  Te t s u y a

全力で遊び、全力で学ぶ。
つくるのは子どもたちと成長できる場。

教育学部 数学専攻 3年

藤岡 哲也

保土ケ谷区に住む小学生とのレクリエーションを企画・運営している「がやっこ探検隊」。
そのリーダーである「統括」を務めるのが、教育学部に在籍する藤岡哲也さんだ。
年間を通した子どもたちとの関わりのなかで得られた貴重な経験について伺った。

2005年に保土ケ谷区から「地域の
小学生に、年間を通して楽しい活動
を提供したい」との相談を大学が受
けたことからスタート。「がやっこ探
検隊」のほかに「がやっこ先生」、「が
やっこ科学教室」がある。

区と連携して取り組む
「がやっこ事業」
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1  コロナ禍での制限が続く中、2021

年度では初の対面活動となる農業体験
を11月に実施。　 2  大学構内での活動
が難しい状況下においては、オンライ
ンで打ち合わせを重ねた。　 3  2019

年度の、スライムづくりをしている様
子。スライムに初めて触れる、という
子どもも多かった。　 4  昼休みなどの
時間を有効に使い、企画の準備を進め
ていく（写真は2019年度のもの）。

4

3

2

1

※ 1 感染症対策のため、2020年度・2021年度は未実施。
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母の悩みをきっかけに
女性の健康課題を探る

　河野ゼミの 3年生がいくつかのチーム
に分かれて挑戦したのが、マイナビ主催の
ビジネスコンテスト『課題解決プロジェク
ト』だ。テーマは参画企業である第一生命
保険株式会社が提示した「親の姿から『自
身が 20年後になりたい姿』を想像し、『今

のうちから利用したくなる健康支援サービ
ス』を第一生命の社員になったつもりでつ
くる」というもの。女性だけで構成された
チームの特徴を生かすために、湖東さんた
ちはまず母親に注目したという。
　「母から更年期障害がつらいと聞きまし
た。そこには女性ホルモンが大きく影響し
ています。調べを進めると乳がんや子宮頸
（けい）がんといった大きな病気とも深い

関連があることがわかりました。これら女
性特有の病気を予防する提案ができないか
深掘りしていったのです」
　『女性のための健康維持』にフォーカス
した、第一生命だからこそできるサービス。
その検討を進めるためのリサーチを主に担
当したのが小柳さんだ。
　「例えばがん検診の受診率の低さ。この
課題ひとつについて調べても、無料クーポ

健康支援のこれからを
チームの結束で描き出す。

ンといった国の施策が成功していない現状
や、受診が面倒といった女性自身の意識な
ど問題が次々と浮かび上がってきます。そ
の解決に第一生命さんが掲げる『顧客の

QOL向上にデジタルを活用する』という
方針を結びつけたのです」

健康への関心を高め
受診を促すアプリに

　こうして企画したサービスが「女性のた
めの健康サポートアプリ」だ。その特徴を
小柳さんは次のように語る。
　「まず、私たちの世代が使い慣れている
スマホアプリという形をとったこと。もう
ひとつは、このアプリひとつで日常的な健
康チェックから病院の受診までが完結でき
ることです。調べた限りでは、検診に特化
したアプリは存在しませんでしたので、し
っかりと他との差別化をはかれます」
　女性ホルモンと深い関係のある体重の変
化や、生理の時期などを記録することで体
調への関心を高める。検診先の候補となる
病院は、アプリが症状別に提示。診療の予
約もそのまま行える。搭載する機能を取捨
選択する過程では、「既存のアプリに目を
向けた」と森田さん。
　「体調管理のために生理周期を記録する
アプリはすでにあり、参考になりました。
また、私たちの世代は利用者の評価を重視
する傾向が強い。今回のアプリ内で紹介す
る病院については、クチコミを集められる
ようにしたのはそのためです。検診までの

流れがスムーズかつ安心なものになるよう、
アプリの細部を煮つめていきました」

みんなを納得させられる
企画書を目指して

　提案内容を企画書としてまとめる上で重
要なのが説得力だ。河野先生やほかのゼミ
生からもアドバイスを受けながら、湖東さ
んはページ構成を練っていった。
　「当初、先生からは企画書を通しての一
貫性に欠ける、との指摘をいただきました。
誰にでも伝わる企画書を目指すには、客観
的なアドバイスが欠かせません。具体的に
はページの順番を入れ替えたり、データの
不足を補ったりしながら説得力を強めてい
きました。もちろん内容を詰め込めばいい
という話ではなく、可読性が高まるように、
各ページ内の情報量にも配慮しました」
　完成した企画書を提出したときの「やれ
ることはやりきった」という思いは 3人
に共通するものだ。本プロジェクトを森田
さんは次のように振り返った。
　「この 3人での挑戦を通じてこれまで以
上に仲良くなれたことは、素直に嬉しかっ
たですね。また、培われた提案力は今後の
さまざまな場面で活かせます。例えばゼミ
で行う他大学とのディベート対決です。テ
ーマについて下調べをして、多角的な視点
から分析し論理を組む。この過程で求めら
れる能力はそっくりです。今回の経験を糧
にして、将来の武器にできるよう課題解決
力を磨いていきます」

Z世代の女性をターゲットに、検診
に特化した新たなサービスを提案し
た。日頃から体調を意識する第一歩
のアプリとして位置づけるととも
に、将来にわたり健康を支援する。

私たち世代のための
健康サポートアプリ

経営学部 経営学科 3年

森田 若菜
経営学部 経営学科 3年

小柳 智紗子
経営学部 経営学科 3年

湖東 辰美

国際経営を理論や戦略面から研究している河野ゼミ。
ゼミ活動の一環で挑戦したのが、株式会社マイナビが主催するコンテスト ｢課題解決プロジェクト」だ。ここで 4位入賞を果たした森田さん、
小柳さん、湖東さんからなる「レディース班」の、ユニークな提案内容にフォーカスする。

4

3

2

1

1  対面での打ち合わせ。コロナ禍の
ため、オンラインで検討を進めること
も多かった。　 2  会議での内容をま
とめていたもの。ゼミで学んだSWOT

分析などが役立った。　 3  提出した
企画書。「女性のため」という企画意図
をチーム名にもこめている。　 4  本
プロジェクトでは、女性の活躍推進な
どの課題解決も見据えた。

M O R I TA  Wa k a n a KOYA N AG I  C h i s a k o KO T O  Ta t s u m i
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い、イベントの目標を『新入生同士の輪
を広げること』『早期合格者ならではの
不安を解消する』のふたつに。秋以降は
週 2回のミーティングを重ねながら準
備を進めていきました」

誰もが楽しめる場をつくる
先輩の背中に憧れた

　この交流イベントで、リーダーを務め
た佐々木さん。打ち合わせを進めるなか
で、新入生にとって有意義な場となるよ
う知恵を絞るのはもちろん、リーダーと
して意識していたことがあるという。
　「我を通すのではなく、一人ひとりの
意見を大事にするように心がけました。
ミーティングでは誰もが気兼ねなく発言
できる雰囲気をつくることで、多様な企
画案が生まれます。例えば『謎解きゲー
ム』をアレンジしたクイズのレクリエー
ション。これは私だけでは到底出せなか
ったアイデアです」
　当日は参加者が 100名を超えるほど
に大盛況。イベント後の満足度調査でも、
4点満点中で平均 3.7点と高く評価され
た。「仲間との連携を大切にして、みん
なから喜んでもらえるイベントにするこ
とができた」と佐々木さんは笑顔でふり
返る。まさにそれが、LuckyDipに参加
した理由のひとつだった。
　「私自身が新入生だったときに参加し
た学科別の交流会がきっかけになりまし
た。そこでイベント全体を切り盛りして

いた委員会の先輩たちが、すごく格好良
かった。司会の先輩は新入生がリラック
スできるよう、巧みに場を盛り上げてく
れますし、なによりも皆さんがいきいき
と運営に取り組んでいました。その姿を
目にして、『今度は私が喜ばせる側に回
りたい』と思うようになったのです」

オンライン／オフライン問わずに
生協の魅力を伝えていきたい

　コロナ禍においては「これまで同様の
活動は難しくなった」と佐々木さん。企
画内容はもちろん、組織のあり方を見つ
め直すきっかけにもなった。
　「交流会をオンラインで開催するなど、
イベントの新たな方法を模索したのです。
リアルな場での広報が難しくなったため、

SNSでの発信の重要性も増しました」
　そもそも発信頻度や企画数自体の少な
さは、以前より LuckyDipが抱えてい
た課題だったという。改善に向けた取り
組みの根底には「もっと生協を活用する
ことで、みんなの大学生活をより有意義
なものにしてもらえたら」という佐々木
さんたちの思いがあった。
　「充実した学生生活を送る上で、生協
は大きな支えになってくれます。生協の
いいところを皆さんにもっと伝えていき
たい。今後は SNSを通した 『つながる』
企画など、オンラインとオフラインの両
方で活動をしていきます。ぜひ私たちの
イベントに、気軽にご参加ください」

「組合員である学生が望んでいるこ
と」と「生協が求めていること」、加
えて「自分たち委員会がやりたいこ
と」。この3つをすべて満たせるよ
う、メンバーで議論しながら運営し
ている。

生協学生委員会
「LuckyDip」

学生と生協の橋渡し役として
取り組むべきことを吟味する

　「LuckyDip」は､横浜国立大学生活協
同組合の学生委員会だ。所属している学
生は、積極的な組合員として多くの組合
員を活動に巻き込めるよう活動を行う。
学生ならではの目線を大切にしてきたこ
とが委員会の特徴だと、佐 木々さんは語る。
　「学生生活をサポートする生協を、学
生たちがより身近に感じられるような催
しに力を入れています。私が LuckyDip

に入って最初に担当したのは、生協店鋪
で扱う商品の人気投票企画でした。職員
さんが売れ筋と感じている食堂のメニュ
ー 2品のうち、どちらが本当に人気な
のかを学生による投票で明らかにします。
そして最終的に得票数の多かったほうは、

1週間値引きして販売しました。多くの
投票が集まり、値引きしたメニューの売
れ行きも上々に。食堂が活気づくことで
学生と生協、双方にメリットがあったと
思っています」
　また、LuckyDipは新入生向けの企画
にも注力。安心して大学生活をスタート
できるように、新入生同士の交流イベン
トの運営を行っているほか、時間割や履
修登録といった、入学時に欲しい情報を
紹介する冊子の制作を行っているのだ。
　「私が 1年次に担当したのが、毎年 2

月に実施する早期合格者向けの交流イベ
ントです。前年の夏、委員会で合宿を行

大学生活をもっと実りあるものに。
生協との連携で生み出せる価値を探る。

都市科学部 都市社会共生学科 3年

佐々木 優菜

「みんなの学生生活をより良いものに」という目標を掲げ、生協を身近に感じられるイベントや
新入生向けの交流会などを手がけているのが、生協学生委員会「LuckyDip」だ。
その活動内容や思いについて、2020年からリーダーを務めた佐々木優菜さんに話を伺った。

※本記事は、2020年 10月にWeb公開された内容を再編集したものです。

1  早期合格者の集い。入学までの過
ごし方などをアドバイスした。　 2  

夏合宿では、組織としての課題につい
ても忌憚なく意見を交わし合う。　 3  

2019年に開催したドリームビンゴ生
協くじ。目玉の景品はディズニーチケ
ット。　 4  コロナ禍でも、学生同士
がSNSで交流できるようさまざまな
企画を展開している。

4

3

2

1

S A S A K I  Yu n a
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在学生・教職員らの健康を守るとともに、学
内及び地域の感染拡大防止に貢献するため、
本学は 2021年 9月から 10月にかけて新型
コロナウイルスワクチン接種（大学拠点接種）
を実施し、約 6,000名の方々に接種が行わ
れました。本事業は、横浜市立大学のご協力
により、医師、看護師、薬剤師の皆様からな
る医療グループを長期にわたり派遣していた
だくことで実現しました。また、体調不良な
どによりやむを得ず他会場で 2回目の接種
を受けられなくなった方（2回目接種困難者）
への接種も行いました。

新型コロナウイルスワクチンの
大学拠点接種を実施3
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新型コロナウイルスの感染拡大により開催が見送られていた現 1

年生・2年生の入学式を、「令和２年度・令和３年度横浜国立大
学入学歓迎式」として 2021年 11月 14日に日産スタジアムで実
施しました。式典では卒業生からのメッセージや、本学学生のア
カペラグループによる合唱が動画にて放映され、最後に本学グリ
ークラブ（男声合唱団）から現 1・2年生へ学生歌「みはるかす」
などの合唱が贈られまし
た。開催にあたっては、
新型コロナウイルス感染
防止策を徹底するととも
に、式典の様子は本学

Webサイトにてリアル
タイム配信されました。

令和2年度・令和3年度入学歓迎式を開催4
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本学は 2021年 10月 1日、台風を専門とす
る総合研究機関としては日本初となる台風科
学技術研究センターを、先端科学高等研究院
に設立しました。センター長を務めるのは、
筆保弘徳教授。台風災害リスクの低減と再生
可能な台風エネルギーの活用による、安全・
安心で持続可能な脱炭素社会の実現を目指し
ます。台風、防災、エネルギー科学、航空開
発、船舶開発といった分野について、国内外
の大学および研究機関、関連する企業や行政
と連携。新たな学術領域を拓き、新技術の社
会実装を加速させる研究拠点とします。

国内初となる台風専門の
研究センターを設立1

令和 3年度の「科学技術分野の文部科学大臣表彰」において、
本学より癸生川陽子准教授、島圭介准教授、西島喜明准教授、
水野洋輔准教授、竹内尚輝特任教員（准教授）の 5名が若手科
学者賞を受賞しました。同賞は萌芽的な研究、独創的視点に
立った研究などを手掛けた若手研究者を対象としたもの。授
与式は 2021年 4月 14日に文部科学省にて開催されました。
本学においての受賞者への伝達式は 5月 24日に開催。学長
から表彰状と副賞の代理授与、祝辞が送られました。

文部科学大臣表彰「若手科学者賞」を
5名の教員が受賞2
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左から竹内特任教員（准教授）、水野准教授、西島准教授、梅原学長、島准教授、癸生川准教授、三宅理事
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江原レン（mashroom design）
アートディレクション

高橋紗季、田口ひかり、奥田一平
 （mashroom design）
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